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The 6th International Forum（第6 回国際交流フォーラム） 

2017.4.20-4.22	 Sumio Watanabe	 Tokyo, Japan 
国際交流フォーラム： 
1) Akazawa Y：Significance of Hepatocyte Lipotoxicity in NAFLD/NASH：How the free fatty 

acidmediated Signals Kill and tell. 
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2017.4.30	 Soo Yong Tan	 Yangon, Myanmar 
レクチャー： 
1) Akazawa Y：GI Pathology with Clinical Correlations (esophagus and stomach) . 
2) Akazawa Y：GI Pathology with Clinical Correlations (intestine). 
 
DDW2017 (Digestive Disease Week) 米国消化器病週間 
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日本/中国消化器内視鏡学会 

2017.6.23-6.24	 王 深	 蘭州, 中国 
招待(ハンズオン講師)： 
1) 大仁田	 賢：ESD指導． 
2) 橋口慶一：ESD指導． 
3) 大仁田	 賢：精査診断指導． 
4) 橋口慶一：精査診断指導． 
 
招待講演： 
1) 大仁田	 賢：早期胃癌の内視鏡診断． 
2) 橋口慶一：食道表在癌/咽頭表在癌の内視鏡診断． 
 
１th International Scientific and Practical Master Class 
-Innovative approaches in the Diagnosis of Cancer Diseases- 

2017.8.26-8.28	  Kazakhstan 
一般口演： 
1) Hasiguchi K：Endoscopic diagnosis and therapy for gastrointestinal tract in Japan. 
 
29th European Congress of Pathology 

2017.9.2-9.6	  Pierre Bedossa	  RAI Amsterdam, The Netherlands 
ショートコース： 
1) Groen R, Yoshikawa A, Abe K, Yoon HS, Akazawa Y, Nitanda T, Fukuoka J：Feasibility of 

real-time digital pathology by the panoptiq imaging system compared with conventional 
light microscopy in diagnosing cervicovaginal cytology cases. 

 
一般口演： 



1) Akazawa Y, Nakashima R, Matsuda K, Nakao K, Nakashima M：Increased 53-binding 
protein 1 nuclear foci expression in the liver of patients with non-alcoholic fatty liver 
disease. 

 
ポスター： 
1) Matsuda K, Kawasaki T, Akazawa Y, Hasegawa Y, Iseki M, Nakashima M：Significance of 

p53-binding protein 1-nuclear expression in urothelial tumours: Implication of DNA 
damage response in association with tumour grades. 

 
68th American Association for the Study of Liver Diseases (AASLD)（第68回米国肝臓学会） 

2017.10.20-10.24	  Anna S. Lok	  WASHINGTON,DC 
ポスター： 
1) Nakashima R, Akazawa Y, Miyaaki H, Matsuda K, Nakashima M, Nakao K：Nuclear 

expression of p53-binding protein 1, a DNA damage response molecule, is increased in 
NAFLD liver. 

 
25th UEGW2017（United European Gastroenterology Week)(第25回欧州消化器病週間） 

2017.10.28-11.1	  Michael Manns	  Barcelona, Spain 
招待（シンポジウム）： 
1) Yamaguchi N：Endoscopic treatment: East． 
2) Yamaguchi N：Cell sheet transplantation and steroid therapy to manage a severe stricture 

after circumferential mucosal resection in the oesophagus. 
 
一般口演： 
1) Tag-Adeen M, Ozawa E, Ogihara K, Iwatsu S, Akazawa Y, Ohnita K, Adachi T, SumidaY, 

Nakao K：USEFULNESS OF COMPLEMENTARY PANCREATIC JUICE CYTOLOGY IN 
AVOIDING UNNECESSARY SURGERY FOR PANCREATIC INTRA-DUCTAL 
PAPILLARY MUCINOUS 

 
ポスター: 
1) Yamaguchi N：THE ENDOSCOPIC TREATMENT STRATEGY FOR SUPERFICIAL	

ESOPHAGEAL CANCER. 
2) Takizawa K, Hatta W, Gotoda T, Kawata N, Nakagawa M, Takahashi A, Esaki M, Mitoro A, 

Yamada S, Tanaka K, Matsuda M, Takada J,  Yoshifuku Y, Ito H, Ohnita K, Shimoda  R, 
Hoteya S, Oyama T,  Shimosegawa T：CAN BE THE PATIENT WITH NON-CURATIVE 
ESD FOR EARLY GASTRIC CANCER RESCUED BY SURGERY AFTER RECURRENCE? 



3) Akashi T, Matsushima K, Kanda T, Nakano M, Kamiya M, Akazawa Y,  Ohnita K, 
Takeshima F, Nakao K, Urano Y, Isomoto H：HELICOBACTER PYLORI DETECTION BY 
γ-GLUTAMYLTRANSPEPTIDASE-ACTIVATED FLUORESCENT PROBE． 

 
The 11th International Gastrointestinal Consensus Symposium(IGICS) 

2018.2.10	  Hiroyuki Kato	  Tokyo, Japan 
一般口演： 
1) Akashi T, Matsushima K, Kanda T, Nakano M, Kamiya M, Akazawa Y, Ohnita K, 

Takeshima F, Nakao K, Urano Y, Isomoto H：Rapid diagnosis of Helicobacter pylor infection 
by gamma-glutamyltranspeptidase-activated Fluorescent probe. 

 
 
国内学会 
 
第114回	 日本内科学会総会・講演会 

2017.4.14-4.16	 小池 和彦	 東京 
ポスター： 
1) 田浦直太、宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、末廣智之、山島美緒、中鋪	 卓、山道	 忍、宮副

由梨、中尾一彦：慢性肝疾患症例における睡眠導入剤と糖代謝についての検討． 
 
第103回	 日本消化器病学会総会 

2017.4.20-4.22	 渡辺 純夫	 東京 
ワークショップ（追加）： 
1) 塩田純也、南	 ひとみ、中尾一彦：食道アカラシアにおける新たな内視鏡所見 pinstripe pattern 

の診断意義の検討． 
 
パネルディスカッション： 
1) 山口直之、大仁田	 賢、中尾一彦：抗血栓薬継続下大腸 ESD の治療成績―PGA フェルト+フ

ィブリン糊被覆法を用いた後出血予防対策―． 
 
第93回	 日本消化器内視鏡学会総会 

2017.5.11-5.13	 飯石 浩康	 大阪 
ランチョンセミナー： 
1) 竹島史直：炎症性腸疾患における生物学的製剤使用のコツ：潰瘍性大腸炎． 
 
JGES Core Session 「Innovative Therapeutic Endoscopy」－ワークショップ－： 
1) 山口直之、中鋪	 卓、中尾一彦：抗血栓薬継続下大腸 ESD を安全に施行するための工夫-PGA 

フェルト＋フィブリン糊被覆法を用いた後出血予防対策-． 



 
ワークショップ： 
1) 橋口慶一、大仁田	 賢、中島正洋：非乳頭部十二指腸腺腫・癌の鑑別に有用な内視鏡所見につ

いての検討． 
2) 山口直之、磯本	 一、中尾一彦：食道 ESD 後狭窄における治療抵抗性因子と SH 経口＋局注

併用療法の有用性の検討. 
 
シンポジウム： 
1) 塩田純也、山口直之、中尾一彦：食道 SM 癌に対する内視鏡治療(ESD/PDT)を中心とした集学

的治療戦略． 
 
パネルディスカッション： 
1) 福田浩子、山口直之、中尾一彦：抗血栓薬継続下 ESD の治療成績－PGA フェルト＋フィブリ

ン糊被覆法の後出血予防効果－． 
 
一般口演： 
1) 荻原久美、南	 ひとみ、北山	 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、

竹島史直、中尾一彦、福岡順也：深達度M３(MM)食道表在癌における内視鏡所見とリンパ節再
発リスク因子の検討. 

2) 大仁田	 賢、EAST study group：組織混在型癌は転移・再発の危険因子である． 
3) 橋口慶一、大仁田	 賢、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、山口直之、竹島史直、中島正洋、

中尾一彦：当院における Helicobacter pylori 除菌後発見胃癌についての検討． 
4) 水上一弘、飛騨野真也、園田	 光、岡本和久、小川	 竜、沖本忠義、兒玉雅明、相馬	 渉、阿

部寿徳、勝田真琴、安部高志、永井敬之、後藤康彦、井上邦光、大場一生、卜部繁俊、吉田	 亮、

大仁田	 賢、小林隆志、村上和成：アニサキス症の発症要因および内視鏡所見と臨床症状の関

連の検討． 
 
ポスター： 
1) 國崎真己、日高重和、若田幸樹、野中	 隆、飛永修一、角田順久、大仁田	 賢、山口直之、永

安	 武：組織混在型早期胃癌におけるリンパ節転移の検討． 
2) 田渕真惟子、南	 ひとみ、北山	 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、

竹島史直、木下直江、中尾一彦：咽頭領域の内視鏡治療における糸付きクリップ法の有用性． 
 
第 1回	 ポリグリコール酸シートとフィブリン糊を併用した被覆法の有用性評価と手技標準化にむけた研究会 

2017.5.13	 小野 裕之	 大阪 
一般演題： 
1) 福田浩子、山口直之、中鋪	 卓、中尾一彦：抗血栓薬継続下 ESDにおける PGAフェルト+フ

ィブリン糊被覆法の後出血予防効果とその限界． 



 
第103回	 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

2017.5.19-5.20	 植木敏晴 
シンポジウム： 
1) 荻原久美、松島加代子、山口直之、磯本	 一、中尾一彦：細胞内 GSH濃度が Talaporfin-PDT

に与える影響についての検討． 
2) 塩田純也、南	 ひとみ、中尾一彦：食道疾患における超拡大内視鏡検査の活用． 
3) 岡村卓真、吉田	 亮、山尾拓史、竹島史直、中尾一彦：当院の悪性大腸狭窄に対する腸管減圧

術の治療成績． 
 
ワークショップ： 
1) 高橋孝輔、山尾拓史、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦：当院における胆嚢結石手術困難例に

対する恒久的内視鏡的胆嚢ステント留置術（EGBS）12例の長期的検討． 
 
研修医発表： 
1) 宮村周人、田島和昌、山道	 忍、佐々木	 龍、北山	 素、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦、

新野大介：膵原発悪性リンパ腫の 1例． 
 
第109回	 日本消化器病学会九州支部例会 

2017.5.19-5.20	 鳥村拓司	 福岡 
シンポジウム： 
1) 三馬	 聡、佐々木	 龍、宮副由梨、山道	 忍、中鋪	 卓、山島美緒、末廣智之、柴田英貴、宮

明寿光、田浦直太、中尾一彦：HCV関連肝癌治療後症例における IFN-free DAA製剤導入後の
再発頻度、再発危険因子の解析． 

2) 松島加代子、大仁田	 賢、赤司太郎、北山	 素、橋口慶一、南	 ひとみ、冨永哲郎、本田琢也、
赤澤祐子、森田	 道、野中	 隆、山口直之、竹下浩明、藤田文彦、入江順二、澤井照光、竹島

史直、浜田久之、中島正洋、中尾一彦：炎症性腸疾患症例に発生した下部消化管腫瘍の臨床的

検討． 
 
一般演題： 
1) 園田悠紀、大石敬之、本田琢也、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦：転移を有する進行膵癌に

おける FOLFIRINOX療法後の二次治療としての Gemcitabine+nab-Paclitaxel 併用療法． 
2) 長田和義、時村郁子、岡本健太、福嶋伸良、村瀬邦彦、中尾一彦：GEM+nab-PTX 療法中にニ

ューモシスチス肺炎を合併した膵頭部癌の一例． 
 

専修医発表： 
1) 田島和昌、末廣智之、赤司太郎、宮副由梨、佐々木	 龍、山道	 忍、山島美緒、中鋪	 卓、柴

田英貴、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、夏田孔史、大野慎一郎、足立智彦、曽山明彦、日高



匡章、高槻光寿、木下直江、江口	 晋、中尾一彦：成人発症の急性肝不全型Wilson病に対し生
体肝移植を行った 1例． 

2) 嶋倉	 茜、岡村卓真、吉田	 亮、高橋孝輔、日野直之、松崎寿久、吉川大介、山尾拓史、岩崎
啓介、大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦：難治性 ITPに合併した出血性盲腸癌に ESD施行し
た一例． 

 
第4回	 肝臓と糖尿病・代謝研究会 

2017.5.20	 中村 二郎	 名古屋 
一般口演： 
1) 宮明寿光、田浦直太、三馬	 聡、柴田英貴、中尾一彦：肝移植前後の耐糖能の変化に与える因

子の解析． 
 
ポスター： 
1) 山島美緒、宮明寿光、柴田英貴、三馬	 聡、田浦直太、中尾一彦：SGLT2阻害薬による肝機能

改善効果の検討． 
 
第35回	 日本肝移植研究会 

2017.6.1-6.2	 梅下 浩司	 大阪 
パネルディスカッション： 
1) 三馬	 聡、宮明寿光、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、田浦直太、江口	 晋、中尾一彦：HCV

関連肝移植症例における DAA製剤治療の意義． 
 
一般演題： 
1) 平田亮介、山島美緒、三馬	 聡、佐々木	 龍、宮明寿光、田浦直太、曽山明彦、日高匡章、高

槻光寿、安倍邦子、奥平定之、江口	 晋、中尾一彦：肝移植後の抗 HCV治療中に難治性急性
拒絶反応を呈しサイモグロブリン投与が有用であった 1例． 

2) 宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、田浦直太、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中尾
一彦：肝移植後患者の脂肪肝発生に関する因子の検討． 

 
第19回	 肝移植病理検討会 

2017.6.1-6.2	 梅下 浩司	 大阪 
一般演題： 
1) 釘山統太、奥平定之、日高匡章、曽山明彦、足立智彦、小坂太一郎、大野慎一郎、夏田孔史、

原	 貴信、今村一歩、岡田怜美、三馬	 聡、宮副由梨、宮明寿光、安倍邦子、高槻光寿、福岡

順也、江口	 晋：C型肝硬変に対する ABO血液型不適合生体肝移植後 4ヶ月で、多発する肝内
胆管狭窄を生じた 1例． 

 
第43回	 日本急性肝不全研究会 



2017.6.7	 大段 秀樹	 広島 
一般演題： 
1) 牛草	 健、佐々木	 龍、宮明寿光、田浦直太、新野大介、中尾一彦：診断に難渋したHepatosplenic 

T-cell lymphomaによる急性肝不全の一例． 
 
第53回	 日本肝臓学会総会 

2017.6.8-6.9	 茶山 一彰	 広島 
ワークショップ： 
1) 山島美緒、宮明寿光、中尾一彦：SGLT2阻害薬による肝機能改善効果の検討． 
2) 三馬	 聡、田浦直太、中尾一彦：HCV関連肝癌治療後症例における IFN-free DAA製剤導入後

の再発頻度、再発危険因子の解析． 
 
一般口演： 
1) 田浦直太、宮明寿光、中尾一彦：C型慢性肝疾患に対するレジパスビル・ソフォスビル療法に

おける腎機能に対する影響についての検討． 
2) 宮副由梨、三馬	 聡、佐々木	 龍、本田琢也、柴田英貴、小澤栄介、宮明寿光、田浦直太、中

尾一彦：老化肝星細胞より分泌される細胞外分泌顆粒の生物学的意義の検討． 
3) 宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、田浦直太、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中尾

一彦：肝移植前後の耐糖能の変化に与える因子の解析． 
4) 山道	 忍、田浦直太、宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、本田琢也、中尾一彦：肝癌に対する定

位放射線療法の治療効果と肝機能に与える影響の検討． 
5) 末廣智之、宮明寿光、田浦直太、三馬	 聡、柴田英貴、中尾一彦：HCCに対する TACE前後

の Exosomal miR-122とmiR-21測定の意義． 
6) 田島和昌、田浦直太、中尾一彦：肝硬変症例におけるルストロンボパグによる血小板数に対す

る効果についての検討． 
 
第71回	 日本食道学会学術集会 

2017.6.15-6.16	 小山 恒男	 軽井沢 
インターナショナルシンポジウム： 
1) Yamaguchi N：The Endoscopic Treatment Strategy for Superficial Esophageal Cancer. 

 
第16回	 日本肝がん分子標的治療研究会 

2017.6.24	 島田 光生	 徳島 
プレナリーセッション： 
1) 末廣智之、宮明寿光、柴田英貴、三馬	 聡、田浦直太、中尾一彦：HCCに対する TACE前後

の Exosomal miR-122とmiR-21測定の意義． 
 
ポスター： 



1) 三馬	 聡、佐々木	 龍、宮副由梨、山道	 忍、中鋪	 卓、山島美緒、末廣智之、柴田英貴、宮
明寿光、田浦直太、中尾一彦：HCV関連肝癌治療後症例における IFN-free DAA製剤導入後の
再発頻度、再発危険因子の解析． 

 
第23回	 日本ヘリコバクター学会学術集会 

2017.6.30-7.2	 加藤 元嗣	 函館 
ポスター： 
1) 松島加代子、赤澤祐子、大仁田	 賢：H. pylori 除菌により治癒した若年者の鉄欠乏性貧血の一

例． 
2) 大仁田	 賢、荻原久美、塩田純也、松島加代子、赤澤祐子：Helicobacter pylori 未感染胃癌の

特徴． 
 
第24回	 肝細胞研究会 

2017.6.30-7.1	 西川 祐司	 旭川 
一般口演： 
1) 赤澤祐子、中島龍馬、松田勝也、宮明寿光、中島正洋、中尾一彦：NASHにおける DNA損傷

応答蛋白 53BP-1の検討． 
 
ポスター： 
1) 中鋪	 卓、三馬	 聡、中尾一彦：miR-122発現が CD44陽性肝癌幹細胞に与える影響の解析． 
 
第53回	 日本肝癌研究会 

2017.7.6-7.7	 國土 典宏	 東京 
シンポジウム： 
1) 田浦直太、宮明寿光、中尾一彦：非 B非 C肝癌における発症年齢別の特徴についての検討． 
 
パネルディスカッション： 
1) 山道	 忍、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、山崎拓也、中尾一彦：肝癌

に対する定位放射線療法の治療効果と肝予備能に与える影響の検討． 
2) 高槻光寿、日高匡章、釘山統太、曽山明彦、田浦直太、足立智彦、大野慎一郎、夏田孔史、原	

貴信、岡田怜美、濱田隆志、金高賢梧、藤田文彦、江口	 晋：ミラノ基準内（3cm、3個以下）
肝細胞癌に対する肝移植のタイミング－局所療法の成績と全肝検索からの検討－． 

 
一般演題： 
1) 末廣智之、宮明寿光、柴田英貴、三馬	 聡、田浦直太、中尾一彦：HCCに対する TACE前後

の Exosomal miR-122とmiR-21測定の意義． 
 
第15回	 日本臨床腫瘍学会学術集会 



2017.7.27-7.29	 谷本 光音	 神戸 
一般口演： 
1) 福田	 実、奥村	 学、有森和彦、本田琢也、小林和馬、池田喬哉、山口博之、中富克己、迎	 寛、

芦澤和人：Relationship between the UGT1A1*27 and *7 polymorphisms AND 
irinotecan-related toxicities in patients with lung cancer． 

 
ポスター： 
1) 土屋暁美、鈴木一枝、中村絵理花、川田満栄、荒川由美子、野田夏海、長池恵美、本田琢也、

福田	 実、芦澤和人：外来化学療法室における infusion related reactionの検討． 
 
第318回	 日本内科学会九州地方会 

2017.8.5	 大石	 充	 鹿児島 
一般演題： 
1) 近藤俊介、三根祥一郎、本田琢也、大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦：内視鏡的に小腸転移を

診断した悪性胸膜中皮腫の 1例． 
 
第49回	 日本医学教育学会大会 

2017.8.18-8.19	 塚本 泰司	 札幌 
一般口演： 
1) 小畑陽子、浜田久之、梅田雅孝、松島加代子、長谷敦子：彼らは新・専門医制度に何を求めて

いるのか？第２報． 
 
ポスター： 
1) 松島加代子、小畑陽子、梅田雅孝、古賀智裕、渡邊	 毅、池田喬也、柴田英貴、宮本俊之、高

山隼人、長谷敦子、浜田久之：長崎大学病院研修医メンター制度の現況とメンターの選択につ

いての検討． 
2) 梅田雅孝、小畑陽子、古賀智裕、渡邊	 毅、松島加代子、池田喬也、柴田英貴、宮本俊之、長

谷敦子、高山隼人、浜田久之：医師臨床研修到達目標達成における外来研修プログラムの効果

について（第 3 報）． 
3) 渡邊	 毅、高山隼人、柴田英貴、田下	 博、浜田久之：長崎大学病院の新シミュレーションセ

ンターを使用したキッズセミナーの開催について． 
4) 松島加代子、梅田雅孝、渡邊	 毅、古賀智裕、池田喬也、柴田英貴、小畑陽子、増崎雅子、川

口	 哲、宮本俊之、長谷敦子、浜田久之：長崎大学病院における研修医ニーズに基づく漢方教

育法についての検討． 
5) 長谷敦子、小畑陽子、松島加代子、森	 美紀子、野口知樹、長谷英毅、浜田久之：臨床研修医

の超過勤務登録ソフト＜超勤チェック（仮称）＞の開発． 
 
第9回	 日本RNAi研究会 



2017.8.30-9.1	 田原 栄俊	 広島 
ポスター： 
1) 末廣智之、宮明寿光、三馬	 聡、田浦直太、中尾一彦：HCCに対する TACE前後の Exosomal 

miR-122とmiR-21測定の意義． 
 
第53回	 日本移植学会総会 

2017.9.7-9.9	 古川 博之	 旭川 
ワークショップ： 
1) 三馬	 聡、宮明寿光、佐々木	 龍、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中尾一彦：HCV

関連肝移植症例における DAA製剤治療の意義． 
 
一般口演： 
1) 宮明寿光、三馬	 聡、柴田英貴、田浦直太、曽山明彦、日高匡章、高槻光寿、江口	 晋、中尾

一彦：生体肝移植による脂肪肝ドナーに対するダイエットプログラムの有用性と問題点につい

て． 
 
第42回	 日本大腸肛門病学会九州地方会 

2017.9.16	 馬場 秀夫	 熊本 
ワークショップ： 
1) 竹島史直(コメンテーター)：炎症性腸疾患の内科・外科治療の進歩と連携． 
 
第67回	 日本消化器画像診断研究会 

2017.9.15-9.16	 真口 宏介	 札幌 
ポスター： 
1) 髙橋孝輔、岡村卓真、日野直之、松崎寿久、吉川大介、吉田	 亮、山尾拓史、岩崎啓介、小澤

栄介、大仁田	 賢、中尾一彦：分枝型膵管内乳頭粘液性腫瘍（BD-IPMN）の経過観察中に発見
された超音波内視鏡検査（EUS）が診断に有用であった IPMN 併存微小膵癌の 1 例． 

2) 岩津伸一、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦、足立智彦 、日高匡章 、安倍邦子：多発性骨髄
腫の膵転移の 1 例． 

 
第53回	 日本胆道学会学術集会 

2017.9.28-9.29	 木村	 理	 山形 
一般口演： 
1) 大仁田	 賢、小澤栄介、中鋪	 卓、赤澤祐子、中尾一彦：乳頭部腫瘍の診断に NBI観察は有用

か． 
2) 森﨑智仁、柴崎信一、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦：当院における院内発生急性胆嚢炎の

特徴と治療方針についての検討． 
 



ポスター： 
1) 田島和昌、小澤栄介、山道	 忍、大仁田	 賢、中尾一彦、林	 秀行、大畑一幸：経皮経肝胆道

鏡下電気水圧衝撃波砕石術で治療しえた胆管メタリックステントを核とした stent-stone 
complexの 1例． 

 
第76回	 日本癌学会学術総会 

2017.9.28-9.30	 中釜	 斉	 横浜 
ポスター： 
1) 大石敬之、佐々木由香、藤森浩彰、柴田則子、岩佐	 悟、中尾一彦、山田康秀、平岡伸介、益

谷美都子：がんのシスプラチン耐性のバイオマーカー候補 ERCC1 の過剰発現の検出に有効な
抗体作製の研究． 

 
第45回	 日本臨床免疫学会総会 

2017.9.28-9.30	 渡辺	 守	 東京 
ポスター： 
1) 中根俊成、向野晃弘、南	 ひとみ、磯本	 一、樋口	 理、岡西	 徹、村田顕也、井戸章雄、松

尾秀徳、中尾一彦、安東由喜雄：消化管運動障害における抗自律神経節アセチルコリン受容体

抗体の検出	 本邦における autoimmune gastrointestinal dysmotilityの検討. 
 
第21回	 日本肝臓学会大会 

2017.10.12-10.13	 田中 榮司	 福岡 
統合プログラム： 
1) 田浦直太、宮明寿光、中尾一彦：非 B非 C肝癌における発症年齢別の特徴についての検討． 
2) 三馬	 聡、宮明寿光、中尾一彦：HCV関連肝移植症例における DAA製剤治療の意義． 
 
ワークショップ： 
1) 宮明寿光、江口	 晋、中尾一彦：肝移植後の脂肪肝，脂肪肝炎の経過に影響を及ぼす因子の解

析． 
 
ポスター： 
1) 山道	 忍、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、山崎拓也、中尾一彦：肝癌

に対する定位放射線療法の治療効果と肝予備能に与える影響の検討． 
2) 佐々木	 龍、田浦直太、中尾一彦：肝癌治療における静脈血中ケトン体と骨格筋の関連． 
 
第94回	 日本消化器内視鏡学会総会 

2017.10.12-10.14	 伊藤	 透	 福岡 
ポスター： 



1) 吉田	 亮、岡村卓真、高橋孝輔、島倉	 茜、日野直之、松崎寿久、吉川大介、山尾拓史、岩崎
啓介、大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦：虫垂開口部腫瘍における ESDのストラテジーと治療
成績の検討． 

2) 田渕真惟子、南	 ひとみ、北山	 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、
竹島史直、中尾一彦：全身性強皮症に合併した難治性逆流性食道炎に対するボノプラザンの効

果． 
3) 大仁田	 賢、山口直之、赤澤祐子、吉田	 亮、岩崎啓介、福田浩子、西山	 仁、伊東正博、中

尾一彦：ESDで非治癒となった早期胃癌で経過観察は許容できるか 
－eCura systemに基づいた検討－． 

4) 滝沢耕平、八田和久、後藤田卓志、川田	 登、中川昌浩、高橋亜紀子、江崎	 充、美登路	 昭、
山田真也、田中景子、松田	 充、高田	 淳、吉福良公、伊藤博敬、大仁田	 賢、下田	 良、布

袋屋	 修、小山恒男、下瀬川	 徹：早期胃癌 ESD非治癒切除後に経過観察した場合，転移再発
は手術でサルベージ可能か？ 

 
第59回	 日本消化器病学会大会 

2017.10.12-10.14	 杉山 政則	 福岡 
ワークショップ： 
1) 山口直之、福田浩子、中尾一彦：抗血栓薬継続下大腸 ESDに対する PGAフェルト+フィブリ

ン糊被覆法を用いた後出血予防対策 ． 
2) 山口直之、福田浩子、中尾一彦：抗血栓薬継続下 ESDにおける PGAフェルト+フィブリン糊

被覆法の後出血予防効果と限界． 
 
ポスター： 
1) 北山	 素、竹島史直、塩田純也、三根祥一郎、赤司太郎、田渕真惟子、荻原久美、橋口慶一、

南	 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、中尾一彦：潰瘍性大腸炎におけ

る唾液中サイトメガロウイルス（CMV）-DNA測定の有用性の検討． 
2) 水上一弘、飛騨野真也、伊藤秀幸、神山長慶、阿部寿徳、安部高志、永井敬之、後藤康彦、井

上邦光、大場一生、ト部繁俊、吉田	 亮、大仁田	 賢、小林隆志、村上和成：ヒト感染アニサ

キス症における病態形成メカニズムの検証． 
 
第55回	 日本癌治療学会学術集会 

2017.10.20-10.22	 渡邊 昌彦	 横浜 
ポスター： 
1) 大石敬之、本田琢也、園田悠紀、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦：切除不能進行膵癌に対す

る一次化学療法としての FOLFINOX療法と GEM+nab-PTX併用療法． 
 
第35回	 日本大腸検査学会総会 

2017.11.4-11.5	 鶴田	 修	 福岡 



ハンズオン： 
1) 宗	 祐人(チーフコーディネーター)、山口直之、森田圭紀、吉田直久(コーディネーター)：大腸

ESD/EMR ハンズオントレーニングセミナー． 
 
第110回	 日本消化器病学会九州支部例会 

2017.11.17-11.18	 金城 福則	 沖縄 
シンポジウム： 
1) 松島加代子、大仁田	 賢、赤司太郎、北山	 素、橋口慶一、本田琢也、赤澤祐子、森田	 道、

野中	 隆、山口直之、竹下浩明、伊藤信一郎、入江順二、藤田文彦、澤井照光、浜田久之、中

島正洋、竹島史直、中尾一彦：当院で経験した炎症性腸疾患（IBD）関連腫瘍と IBDに対する
検査法・治療薬との関連性の検討． 

2) 山島美緒、宮明寿光、柴田英貴、三馬	 聡、田浦直太、中尾一彦：SGLT2阻害薬による肝機能
改善効果の検討． 

3) 原	 貴信、曽山明彦、日高匡章、足立智彦、大野慎一郎、岡田怜美、濱田隆志、前川恭一郎、
三馬	 聡、宮明寿光、中尾一彦、高槻光寿、江口	 晋：非アルコール性脂肪性肝疾患を背景と

した肝硬変に対する肝移植． 
 
一般演題： 
1) 田中わかな、松尾	 諭、佐々木	 龍、山島美緒、柴田英貴、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、

佐藤信也、中尾一彦：播種性骨髄癌腫症を呈した肝細胞癌の 1例． 
 
専修医発表： 
1) 松尾	 諭、佐々木	 龍、柴田英貴、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、中尾一彦、曽山明彦、日

高匡章、高槻光寿、江口	 晋：核酸アナログ製剤の怠薬により急性増悪を来たし、脳死肝移植

を施行した B型慢性肝炎の 2例． 
 
研修医発表： 
1) 松瀬春菜、三根祥一郎、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦：

保存的加療後、早期に再発した腸間膜脂肪織炎の 1例． 
2) 児島知仁、山道	 忍、宮明寿光、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、田浦直太、新野大介、上木	

望、中島正洋、中尾一彦：IgG4関連リンパ節炎との鑑別が困難であった B細胞性悪性リンパ腫
の剖検例． 

3) 佐藤	 光、北山	 素、嶋倉	 茜、荻原久美、小林慎一郎、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、
山口直之、金高賢悟、大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦：異なる経過を辿ったアルカリによる

腐食性食道炎の２例． 
4) 藤野亮太、末廣智之、岩津伸一、園田悠紀、大石敬之、本田琢也、小澤栄介、大仁田	 賢、中

尾一彦：膵癌に合併した Trousseau症候群の 3例． 



5) 古川顕太郎、吉川大介、田中久也、橋下さつき、澤瀬寛典、村田朋哉、大場一生、関根一郎、
中尾一彦：イレウスにて発症した小腸粘液癌の 1例． 

 
第104回	 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 

2017.11.17-11.18	 外間	 昭	 沖縄 
一般演題： 
1) 荻原久美、南	 ひとみ、田渕真惟子、北山	 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、

大仁田	 賢、竹島史直、中尾一彦：内視鏡下食道筋層切開術（POEM）施行後症状が残存した
食道アカラシアに対し再 POEMを行った 1例． 

2) 岩津伸一、小澤栄介、大仁田	 賢、中尾一彦：当院における術後再建腸管に伴う胆膵疾患への
内視鏡処置の現状． 

 
専修医発表： 
1) 嶋倉	 茜、荻原久美、北山	 素、橋口慶一、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大仁田	 賢、

竹島史直、中尾一彦：CRT後局所再発食道癌に対してタラポルフィン PDTが奏効した 2例． 
 
第31回	 肝類洞壁細胞研究会学術集会 

2017.11.24-11.25	 竹井 謙之	 三重 
一般口演： 
1) 佐々木	 龍、三馬	 聡、宮明寿光、中尾一彦：Geranylgeranylacetoneの小胞体ストレスを介

した肝星細胞の apoptosisによる肝線維化抑制効果． 
 
第42回	 日本肝臓学会西部会 

2017.11.30-12.1	 向坂 彰太郎	 福岡 
シンポジウム： 
1) 田浦直太、中尾一彦：肝硬変症例におけるルストロンボパグによる血小板数に対する効果につ

いての検討． 
2) 山崎一美、中尾一彦、八橋	 弘：肝炎医療助成制度からみた長崎県の C 型肝炎患者申請者の変

遷． 
 
一般口演： 
1) 宮副由梨、田浦直太、中尾一彦：肝硬変症例における血清 GDF-15 値の検討． 
2) 市川辰樹、本吉康英、成田翔平、日野直之：肝予備能がクレアチンとシスタチン C を元に算出

される推定糸球体濾過量に与える影響． 
 
第3回	 G plus 

2017.12.16	 渡辺	 守	 東京 
一般口演： 



1) 中鋪	 卓、三馬	 聡、三嶋博之、吉浦孝一郎、江口	 晋、中尾一彦：各種肝病態が胆汁中細胞
外小胞に与える影響の解析． 

 
日本超音波医学会第27回九州地方会学術集会 

2017.12.23	 木佐貫 彰	 鹿児島 
Young Investigator’s Award： 
1) 末廣智之、藤岡真知子、森内拓治、安倍邦子、山島美緒、柴田英貴、三馬	 聡、宮明寿光、田

浦直太、中尾一彦：CAP および肝生検が診断に有用であった L-asparaginase による脂肪肝の
1 例． 

 
第320回	 日本内科学会九州地方会 

2018.1.20	 堀内 孝彦	 福岡 
一般演題： 
1) 藤野亮太、佐々木	 龍、松尾	 諭、山道	 忍	 、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、大畑一幸、

中尾一彦：C型肝炎ウイルス初感染により肝不全を来した 1例． 
 
第31回	 日本消化器内視鏡学会九州セミナー 

2018.1.21	 井戸 章雄	 福岡 
教育講演： 
1) 山口直之：食道表在癌の内視鏡診断と治療戦略． 
 
第24回	 肝血流動態・機能イメージ研究会 

2018.2.3-2.4	 吉満 研吾	 福岡 
セッション： 
1) 山道	 忍、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬	 聡、宮明寿光、山崎拓也、中尾一彦：肝癌

に対する定位放射線療法の検討． 
 
第14回	 日本消化管学会総会学術集会 

2018.2.9-2.10	 加藤 広行	 東京 
ミニオーラル： 
1) 荻原久美、松島加代子、山口直之、北山	 素、橋口慶一、赤澤祐子、大仁田	 賢、竹島史直、

中尾一彦：当院における食道癌に対する光線力学的治療の現状． 
2) 田渕真惟子、竹島史直、荻原久美、北山	 素、橋口慶一、松島加代子、南	 ひとみ、赤澤祐子、

山口直之、大仁田	 賢、中尾一彦：炭酸ランタンの胃粘膜沈着に合併した異時性多発胃癌の一

症例． 
3) 末廣智之、柴田英貴、本田琢也、小澤栄介、三馬	 聡、宮明寿光、田浦直太、大仁田	 賢、竹

島史直、曽山明彦、日髙匡章、高槻光寿、江口	 晋、安倍邦子、中尾一彦：生体肝移植のタク

ロリムス増量に伴い増悪し、診断されたクローン病の一例． 



 
第68回	 日本消化器画像診断研究会 

2018.2.17	 古川	 徹	 東京 
ポスター： 
1) 三根祥一郎、小澤栄介、南	 ひとみ、赤澤祐子、大仁田	 賢、竹島史直、安倍邦子、中尾一彦：

多発性胃粘膜下腫瘍を契機に診断した IgG4関連疾患の 1例． 
 
第14回	 酸化ストレスと肝研究会 

2018.2.17-2.18	 小池 和彦	 福岡 
一般演題： 
1) 赤澤祐子、宮明寿光、中尾一彦：NAFLD病理組織における肝細胞遺伝子損傷応答の検討． 
 
日本消化器病学会九州支部	 第23回教育講演会 

2018.3.25	 鳥村 拓司	 福岡 
教育講演： 
1) 山口直之：食道表在癌に対する内視鏡治療の現状と今後の展望． 
 
第8回	 東京神奈川劇症肝炎研究会 

2018.3.31	 井上 和明	 東京 
一般口演： 
1) 三馬	 聡、宮明寿光、市川辰樹、中尾一彦：肝移植後 HCV再感染に対する IFN-free DAA製

剤治療成績と Occult HCVの検出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2016年度年報掲載業績の追加（論文） 
1. 松島加代子：「腹部」．（長崎大学病院医療教育開発センター，外来・救急医療教育室(編)：外

来必携 2(https://www.amazon.co.jp/dp/B06XY6974H), 電子書籍主版工房,  pp.53-63 所収）, 
2017 


